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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年11月26日(2009.11.26)
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【手続補正書】
【提出日】平成21年10月2日(2009.10.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　疎水性物質の連続的相を含む担体；リポソーム；および細胞障害性Tリンパ球(CTL)反応
を誘発する能力がある少なくとも1つの抗原を含む組成物。
【請求項２】
　少なくとも1つのヘルパーTエピトープをさらに含む請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　Tヘルパーエピトープが、少なくとも1つの抗原とは異なる分子である請求項２に記載の
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組成物。
【請求項４】
　抗原が、Tヘルパーエピトープを含む請求項２に記載の組成物。
【請求項５】
　抗原が、ポリペプチドである請求項１～４のいずれか１つに記載の組成物。
【請求項６】
　抗原が、CTLエピトープまたはCTLエピトープの組み合わせを含む請求項１～５のいずれ
か１つに記載の組成物。
【請求項７】
　CTLエピトープが、ウイルスに由来する請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　CTLエピトープが、ヒトパピローマウイルスに由来する請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　CTLエピトープが、ヒトパピローマウイルス(HPV)のE6またはE7タンパク質のエピトープ
である請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　CTLエピトープが、HPVのE6およびE7タンパク質のCTLエピトープの混合物である請求項
９に記載の組成物。
【請求項１１】
　結合して単一のポリペプチドを形成する複数のCTLエピトープを含む請求項６に記載の
組成物。
【請求項１２】
　CTLエピトープが、腫瘍関連タンパク質に由来する請求項６に記載の組成物。
【請求項１３】
　Tヘルパーエピトープが、ユニバーサルTヘルパーエピトープである請求項１～１２のい
ずれか１つに記載の組成物。
【請求項１４】
　Tヘルパーエピトープが、PADRE(pan－DR エピトープ)(配列番号：10)である請求項１３
に記載の組成物。
【請求項１５】
　Tヘルパーエピトープが、F21E(配列番号：11)である請求項１～１２のいずれか１つに
記載の組成物。
【請求項１６】
　Tヘルパーエピトープが、少なくとも1つの抗原と融合する請求項１～１５のいずれか１
つに記載の組成物。
【請求項１７】
　Tヘルパーエピトープが、PADREであり、少なくとも１つの抗原が、CTLエピトープであ
る請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　組成物が、IFN－γ産生細胞を増殖させる能力がある請求項１～１７のいずれか１つに
記載の組成物。
【請求項１９】
　アジュバントをさらに含む請求項１～１７のいずれか１つに記載の組成物。
【請求項２０】
　アジュバントが、CpGオリゴデオキシヌクレオチド(CpG ODN)(配列番号：12)である請求
項１９に記載の組成物。
【請求項２１】
　アジュバントが、リポペプチドである請求項１９に記載の組成物。
【請求項２２】
　リポペプチドが、Pam3Cys－SKKKKである請求項２１に記載の組成物。
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【請求項２３】
　がんの治療用の請求項１～２２のいずれか１つに記載の組成物。
【請求項２４】
　腫瘍サイズを縮小するための請求項１～２３のいずれか１つに記載の組成物。
【請求項２５】
　１～２４のいずれか１つに記載の組成物を投与することを含む、患者におけるがんを治
療するか、またはがん細胞の発達または増殖を阻止または予防するための方法。
【請求項２６】
　組成物の投与の部位における1－イソブチル－1H－イミダゾ[4,5－c]キノリン－4－アミ
ンを含む局所用組成物の使用をさらに含む請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　請求項１～２１のいずれか１つに記載の組成物およびその使用のための使用説明書を含
む患者におけるがんの治療に有用なキット。
【請求項２８】
　患者が、哺乳動物である請求項２５または２６に記載の方法。
【請求項２９】
　哺乳動物が、ヒトである請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　リポソームが、リン脂質を含む請求項１～２４のいずれか１つに記載の組成物。
【請求項３１】
　リポソームが、非エステル化コレステロールを含む請求項１～２４のいずれか１つに記
載の組成物。
【請求項３２】
　リポソームが、天然脂質、合成脂質、スフィンゴ脂質、エーテル脂質、ステロール、カ
ルジオリピン、陽イオン性脂質およびポリ(エチレングリコール)および他のポリマーで修
飾された脂質から得られる請求項１～２４のいずれか１つに記載の組成物。
【請求項３３】
　合成脂質が、ラウロイル、ミリストイル、パルミトイル、ステアロイル、アラキドイル
、オレオイル、リノレオイルおよびエルコイルまたはその組み合わせから選ばれる脂肪酸
成分を包含する請求項３２に記載の組成物。
【請求項３４】
　リポソームおよび細胞障害性Tリンパ球(CTL)反応を誘発する能力がある抗原と、疎水性
物質の連続的相を含む担体とを混合することを含む方法によって製造される組成物。
【請求項３５】
　方法が、Ｔヘルパーエピトープと、該リポソーム、該抗原および該担体とを混合するこ
とをさらに含む請求項３４に記載の組成物。
【請求項３６】
　該方法が、アジュバントと、該リポソーム、該抗原および該担体とを混合することをさ
らに含む請求項３４または３５に記載の組成物。
【請求項３７】
　該抗原を、該リポソーム内に封入する請求項３４に記載の組成物。
【請求項３８】
　該Ｔヘルパーエピトープを、該リポソーム内に封入する請求項３４に記載の組成物。
【請求項３９】
　該アジュバントを、該リポソーム内に封入する請求項３６に記載の組成物。
【請求項４０】
　該リポソームを、該担体と混合する前に、凍結乾燥する請求項３４～３９のいずれか１
つに記載の組成物。
【請求項４１】
　該Ｔヘルパーエピトープが、該抗原とは別の分子である請求項３５に記載の組成物。
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【請求項４２】
　該抗原が、該Ｔヘルパーエピトープを含む請求項３５に記載の組成物。
【請求項４３】
　該抗原が、請求項６～１２のいずれか１つに記載の抗原である請求項３４～４０のいず
れか１つに記載の組成物。
【請求項４４】
　該Ｔヘルパーエピトープが、請求項１３～１７のいずれか１つに記載のＴヘルパーエピ
トープである請求項３４～４０のいずれか１つに記載の組成物。
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